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２月上旬、平泉寺一帯は深い雪に覆われましたが、

まほろばでは、この季節にしかできない体験を実施し

ました。

かまくら体験

２月14日（土）、

昨年に引き続き白

山平泉寺サポータ

ーズクラブとまほ

ろば共催の「冬の

くらし体験 かき餅

づくり」が行われ、

市内外から21名の参加がありました。かき餅はこの極

寒の時期につくるのが、１番長持ちするとのこと。

当日は平泉寺町大渡の山内百合子さんが豆、エビ、

海苔入りの３種類の餅を用意し、かき餅づくりの講師も

務めました。

まずは餅をつるす縄をなう練習から開始し、次に餅

を５ミリほどに薄く切る体験、最後はワラ縄に２枚ずつ

５段に編み上げて完成させました。

編み終わった後は、ハートの形に切り抜いた餅を鉄

板で焼き、試食

も体験 し ま し

た。

かき餅づくり

は初めての方

が多く、皆さん

大変喜んでい

ました。

１月29日（木）、成器南幼稚園の園児40名を招待

し、鬼のお面づくりと節分の豆まきを行いました。

当日は３歳児から５歳児までが参加し、まずは

お面づくりを体験。画用紙に書かれた鬼の輪郭に

思い思いの

色 を塗 り 、

それを切り

抜いて完成

させました。

その後 、お

面をかぶっ

て鬼さがし

ゲームに夢中になっていると、突然、赤鬼と青鬼

が登場。びっくりして逃げ出す園児や、元気に鬼

に向かって豆を投げつける園児など様々、みんな

節分を楽しんでいました。

節分 園児が 「鬼は外 、福は内 」

①

雪に覆われたまほろば 精進坂前

大 好 評 「 か き 餅 づ く り 」 開 催



②

平泉寺の調査研究最前線

とき: 3月１４日（土）
午後１時30分～３時45分

【申し込み不要、聴講無料】

午後１時30分～ 「東尋坊跡の発掘成果」

藤本康司 （勝山市教育委員会）

１時40分～「中世の大野城下町と白山信仰」

佐々木伸治 氏（大野市教育委員会）

２時15分～「白山・平泉寺の歴史景観復元

～文化遺産情報の記録と発信～」

山口欧志 氏（帝塚山大学）

阿部 来 （勝山市教育委員会）

２時35分～「世界の宗教都市と白山平泉寺」

宇野隆夫 氏（帝塚山大学）


